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9 月 14 日に，阪神タイガースが 18
年ぶりにセ・リーグ優勝を果たしま
した。パ・リーグでは，オリックスが
優勝し，今年はどちらも関西の球団
がリーグ優勝をしました。建設業に
おいては，2025 年に大阪で開催され
る万国博覧会開催に向けた工事が話
題となり，関西がさらに注目されるこ
とが想定されます。1985 年の阪神タ
イガース日本一を知る人間としては，
この雑誌が発行される頃に実施され
る日本シリーズで優勝して，気持ち
よく「六甲おろし」が聞ける（歌え
る？）ことを祈念しております。

コロナ禍が終わり，海外への行き
来もようやくコロナ禍前に戻りつつ
あります。コロナ禍においては，海
外プロジェクトの仕事は，日本から
の支援を得ることが難しく，想定外
の苦労もなされていたと思います。
本号では特集テーマを「海外」とし
て，海外での大規模プロジェクト，
BIM などの情報化技術などの取り
組みについて，海外で適用している
技術を広く紹介しています。

巻頭言では，東海大学の伊達重之
教授が，「建設業の国際化に向けた 2
つの課題」と題して，「日本の常識は
世界の非常識」については，自らの
実体験に基づき，現地の事情に精通
した技術者が求められていることを

提唱しており，「英語力」の課題につ
いては，現在，大学教授の立場にお
いて，学生らを国際会議に参加させ
るなど，国際的に通用する優秀なエン
ジニアを育てる活動を進めています。 

行政情報では，建設業の海外展開
として，日本のインフラ輸出につい
て，方向性を紹介されております。
日本企業に対する海外展開への期待
のあらわれと考えています。

特集技術報文では，海外における
プロジェクトの報告や海外メーカの動
向，BIM の活用，建設 DX，自治体
向けの SDGs モニタリングツールなど
を紹介しています。特に，海外プロジェ
クトはコロナ禍において，厳しい環境
の中，施工を進めてきたノウハウは，
今後の海外展開において非常に有意
義なノウハウになってくると考えます。

今回の特集「海外」は，我が国が
少子高齢化で，新たなインフラ建設
を抑制している中，新興国を中心と
した世界のインフラ需要は膨大であ
り，急速な都市化と経済成長により，
今後の更なる市場の拡大が見込まれ
ている状況において，非常に重要な
テーマです。昨今の建設業を取り巻
く環境は，海外に活路を見出すこと
でさらなる成長が見込めると思いま
す。産官学が連携してオールジャパ
ンでインフラシステムの輸出を進
め，建設業を成長産業に変えていけ
れば良いと願います。

 （宇野・京免）

11 月号「港湾・海洋・海岸施設特集」予告
・港湾における i-Construction, インフラ分野の DX 推進に向けた取組　・「コンクリート製浮体
式洋上風力発電施設の設計施工ガイドライン」の概要等について　・新潟港海岸（西海岸地区）
大規模侵食対策事業　・高知県須崎港における生物共生を考慮した港湾整備　・長崎港における
人流・交流を核とした賑わい創出　・浚渫工事の水中可視化システム　・火力発電所における海
洋土木構造物の大規模プレキャスト化施工　・工場製作部材を用いたユニット式プレキャスト桟
橋工法の開発　・1,250t 吊自己昇降式作業台船「柏鶴」　・港の基盤・空間デジタル化技術　・高
性能水中位置管理機能搭載ブロック据付支援システム　・マルチビーム測深機を用いた施工管理
システム　・表層型メタンハイドレート回収技術（大口径海底掘削装置）

建設機械施工10月号.indb   108建設機械施工10月号.indb   108 2023/10/11   16:45:352023/10/11   16:45:35




